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五

是
正
処
置
に
関
し
調
査
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
結
果
及
び
当
該
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
是
正
処
置

の
結
果
の
記
録

六

講
じ
た
是
正
処
置
及
び
そ
の
実
効
性
に
つ
い
て
の
照
査

（
予
防
処
置
）

第
五
十
五
条

使
用
済
燃
料
貯
蔵
事
業
者
は
、
起
こ
り
得
る
問
題
の
影
響
に
照
ら
し
、
適
切
な
予
防
処
置
を
明
確
に
し

て
、
こ
れ
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
自
ら
の
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
に
お
け
る
保
安
活

動
の
実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
の
み
な
ら
ず
他
の
施
設
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
適
切
に
反
映
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

使
用
済
燃
料
貯
蔵
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
求
事
項
（
根
本
原
因
分
析
に
係
る
要
求
事
項
を
含
む
。）を
定
め
た

予
防
処
置
手
順
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

起
こ
り
得
る
不
適
合
及
び
そ
の
原
因
の
明
確
化

二

予
防
処
置
の
必
要
性
の
評
価

三

所
要
の
予
防
処
置
の
明
確
化
及
び
実
施

四

予
防
処
置
に
関
し
調
査
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
結
果
及
び
当
該
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
予
防
処
置

の
結
果
の
記
録

五

講
じ
た
予
防
処
置
及
び
そ
の
実
効
性
に
つ
い
て
の
照
査

附

則

こ
の
規
則
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る

規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
津
波
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

第
八
条

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
は
、
事
業
許
可
基
準
規
則
第
十
条
の
津
波
に
よ
り
そ
の
基
本
的
安
全
機
能
が
損
な
わ

れ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
外
部
か
ら
の
衝
撃
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

第
九
条

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
は
、
想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
（
地
震
及
び
津
波
を
除
く
。）に
よ
り
そ
の
基
本
的
安
全

機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
防
護
措
置
、
基
礎
地
盤
の
改
良
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら

れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
は
、
周
辺
監
視
区
域
に
隣
接
す
る
地
域
に
事
業
所
、
鉄
道
、
道
路
そ
の
他
の
外
部
か
ら
の

衝
撃
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
要
因
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
事
業
所
に
お
け
る
火
災
又
は
爆
発
事
故
、
危
険
物

を
搭
載
し
た
車
両
、
船
舶
又
は
航
空
機
の
事
故
そ
の
他
の
敷
地
及
び
敷
地
周
辺
の
状
況
か
ら
想
定
さ
れ
る
事
象
で

あ
っ
て
人
為
に
よ
る
も
の
（
故
意
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）に
よ
り
当
該
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
基
本
的
安
全
機
能

が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
、
防
護
措
置
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
へ
の
人
の
不
法
な
侵
入
等
の
防
止
）

第
十
条

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
を
設
置
す
る
事
業
所
（
以
下
「
事
業
所
」
と
い
う
。）に
は
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設

へ
の
人
の
不
法
な
侵
入
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
に
不
正
に
爆
発
性
又
は
易
燃
性
を
有
す
る
物
件
そ
の
他
人
に
危
害

を
与
え
、
又
は
他
の
物
件
を
損
傷
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
物
件
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
及
び
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
（
不

正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
不

正
ア
ク
セ
ス
行
為
を
い
う
。）を
防
止
す
る
た
め
、
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
材
料
及
び
構
造
）

第
十
一
条

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
に
属
す
る
容
器
及
び
管
並
び
に
こ
れ
ら
を
支
持
す
る
構
造
物
の
う
ち
、
使
用
済
燃

料
貯
蔵
施
設
の
基
本
的
安
全
機
能
を
確
保
す
る
上
で
必
要
な
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
容
器
等
」
と
い
う
。）

の
材
料
及
び
構
造
は
、
当
該
容
器
等
が
そ
の
設
計
上
要
求
さ
れ
る
強
度
及
び
耐
食
性
が
確
保
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
に
属
す
る
容
器
及
び
管
の
う
ち
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
基
本
的
安
全
機
能
を
確
保
す

る
上
で
必
要
な
も
の
は
、
適
切
な
耐
圧
試
験
又
は
漏
え
い
試
験
を
行
っ
た
と
き
、
こ
れ
に
耐
え
、
か
つ
、
著
し
い
漏

え
い
が
な
い
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
除
熱
）

第
十
二
条

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
は
、
使
用
済
燃
料
又
は
使
用
済
燃
料
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
（
以
下
「
使
用
済

燃
料
等
」
と
い
う
。）の
崩
壊
熱
を
適
切
に
除
去
す
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〇
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
二
十
六
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
四
十

三
条
の
十
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
性
能
に
係
る
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
六
日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

田
中

俊
一

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
性
能
に
係
る
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則

（
適
用
範
囲
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
四
十
三
条
の
四
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
（
金
属
キ
ャ
ス
ク
に
よ
っ
て
使
用
済
燃
料
を

貯
蔵
す
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
法
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年

通
商
産
業
省
令
第
百
十
二
号
）
及
び
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
平

成
二
十
五
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
二
十
四
号
。
以
下
「
事
業
許
可
基
準
規
則
」
と
い
う
。）に
お
い
て
使
用
す

る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
特
殊
な
方
法
に
よ
る
施
設
）

第
三
条

特
殊
な
方
法
に
よ
る
施
設
に
つ
い
て
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
技
術
基
準
に
関
す

る
規
則
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
力
規
制
委
員
会
の
認

可
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
認
可
に
係
る
基
準
を
も
っ
て
法
第
四
十
三
条
の
十

の
二
の
技
術
上
の
基
準
と
す
る
。

（
使
用
済
燃
料
の
臨
界
防
止
）

第
四
条

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
は
、
使
用
済
燃
料
が
臨
界
に
達
す
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
核
的
に
安

全
な
形
状
寸
法
に
す
る
こ
と
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
火
災
等
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

第
五
条

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
は
、
火
災
又
は
爆
発
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
当
該
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の

基
本
的
安
全
機
能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
消
火
設
備
及
び
警
報
設
備
（
自

動
火
災
報
知
設
備
、
漏
電
火
災
警
報
器
そ
の
他
の
火
災
及
び
爆
発
の
発
生
を
自
動
的
に
検
知
し
、
警
報
を
発
す
る
設

備
に
限
る
。）が
設
置
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
消
火
設
備
及
び
警
報
設
備
は
、
そ
の
故
障
、
損
壊
又
は
異
常
な
作
動
に
よ
り
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
基

本
的
安
全
機
能
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

安
全
機
能
を
有
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
火
災
又
は
爆
発
に
よ
り
損
傷
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
は
、
可
能
な

限
り
不
燃
性
又
は
難
燃
性
の
材
料
を
使
用
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
防
火
壁
の
設
置
そ
の
他
の
適
切
な
防
護

措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
地
盤
）

第
六
条

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
は
、
事
業
許
可
基
準
規
則
第
八
条
第
一
項
の
地
震
力
が
作
用
し
た
場
合
に
お
い
て
も

当
該
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
を
十
分
に
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
盤
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
地
震
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

第
七
条

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
は
、
こ
れ
に
作
用
す
る
地
震
力
（
事
業
許
可
基
準
規
則
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
算
定
す
る
地
震
力
を
い
う
。）に
よ
る
損
壊
に
よ
り
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
は
、
事
業
許
可
基
準
規
則
第
九
条
第
三
項
の
地
震
力
に
対
し
て
そ
の
基
本
的
安
全
機
能
が

損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
は
、
事
業
許
可
基
準
規
則
第
九
条
第
三
項
の
地
震
に
よ
り
生
ず
る
斜
面
の
崩
壊
に
よ
り
そ

の
基
本
的
安
全
機
能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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